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内容：日本の頭痛外来を受診した患者の多くは、片頭痛である 

出典：Clinical characteristics of 2378 patients presenting with headache disorders to headache 

clinics in Japan: A clinic-based multicenter study. 
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頭痛外来を受診した患者に関する日本で実施された多施設共同研究は、これまでほとんどなか

った。静岡赤十字病院の研究者らは、日本において頭痛外来を受診した患者の臨床的特徴、頭

痛の種類、重症度、精神疾患の併存について多施設分析を実施し、Clinical Neurology and 

Neurosurgery誌オンライン版 2024 年 10月 15日号に報告した。 

頭痛外来を受診した頭痛患者 2,378 例を対象に、臨床的特徴をプロスペクティブに評価し、頭痛

の種類は片頭痛、緊張型頭痛、三叉神経・自律神経性頭痛（TAC）、その他の一次性頭痛疾患、

二次性頭痛に分類した。最も多かった頭痛の種類は、片頭痛（78.8％）であり、次いで緊張型頭痛

（12.2％）、二次性頭痛（5.5％）、その他の一次性頭痛疾患（2.1％）、TAC（1.6％）であった。片頭

痛患者は、初診時の年齢が他の頭痛患者よりも有意に若年であった。年齢中央値は、片頭痛：

32.0 歳、緊張型頭痛：47.0 歳、二次性頭痛：39.0 歳、その他の一次性頭痛疾患：49.5 歳、TAC：

47.0歳。TAC 患者は、重症度と精神症状が最も重度であった。 
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